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１ はじめに 

障害者職業総合センター職業センター（以下「職業セン

ター」という。）では、休職中の高次脳機能障害者を対象

とした「職場復帰支援プログラム」と就職を目指す高次脳

機能障害者を対象とした「就職支援プログラム」を実施し

ており、両プログラム（以下「プログラム」という。）の

実施を通じて高次脳機能障害者の自己認識の促進、補完手

段の習得、及び高次脳機能障害者を雇用している、または

雇用を検討している事業主に対する支援を目的とした技法

の開発等を行い、地域障害者職業センター（以下「地域セ

ンター」という。）及び就労支援機関等で実施する高次脳

機能障害者に対する就労支援に資するためにその成果の伝

達・普及を行っている。 

高次脳機能障害に見られる症状は多岐にわたるが、平成

20年に東京都で行われた退院患者調査１)によれば、退院後

に最も多く見られる症状は記憶障害であった（図）。 

 

図 東京都の退院患者調査における高次脳機能障害の割合 

 

また、平成24年に障害者職業総合センター研究部門が地

域センター（52所）を対象に実施した調査２)では、地域セ

ンターがジョブコーチ支援を実施した高次脳機能障害者

（112名）に見られた症状の内訳として記憶障害（74名、

66.1％）が最も多く、作業遂行上の問題点についても記憶

に関連する項目が上位となっている。 

こうした先行研究から記憶障害に対する支援の必要性は高

いと考え、職業センターでは高次脳機能障害者の就労支援に

おいて記憶障害に対する体系的な学習カリキュラム（以下

「カリキュラム」という。）に関する調査を行ってきた。 

 

２ 記憶障害に対する体系的な学習カリキュラムについて 

脳卒中治療ガイドライン 2015３）には「記憶障害に対す

る介入手法として、軽度例では視覚イメージなどの内的ス

トラテジーとメモやスケジュール帳、ポケットベルなどの

外的代償手段の活用訓練が、重度の例では生活に直接つな

がる外的補助具の使用が勧められる」と記載されており、

国内外の記憶障害に対する取組みにおいてもこうした内的

ストラテジーや外的補助具の使用方法の習得を主な目的と

するものが見られる。オーストラリアにおいては、2010

年に Kylie Radford ら４)によって内的ストラテジーや外的

補助具の使用方法の習得を主な目的とするカリキュラムの

実施方法が示され、これをもとに La Trobe 大学、

Monash 大学、ビクトリア州等の協力のもとカリキュラム

の実効性についての調査が行われた。その結果、受講者の

展望記憶の改善等についての効果が見られたことが公表さ

れている。 

職業センターでは平成 29 年度の海外研修においてオー

ストラリアを訪問し、神経心理学者のDana Wong氏にイ

ンタビューを行うとともに現在 Epworth Health Care で

実施されているカリキュラムを学んできた。このカリキュ

ラムは先述の通り公的機関によってその効果が実証された

信頼性の高いものである。職業センターではこれをプログ

ラムのグループワークとして国内向けに一部改変して試行

実施した。本発表では、カリキュラムの概要や試行実施の

状況について報告する。 

 

３ カリキュラムの概要 

(1) 内的ストラテジーと外的補助具の使用 

このカリキュラムは様々な内的ストラテジー、外的補助

具の使用方法を身につけることで記憶についての補完手段

を習得することを主眼としている。 

 

表１ 内的ストラテジーと外的補助具の使用 

 

 

内的ストラテジー、外的補助具の使用については表１の

とおり整理を行った。なお、受講者が理解しやすくするた

め、グループワークの中ではそれぞれ「記憶の技」「記憶
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の道具」という呼称を用いた。 

(2) カリキュラムの構成 

カリキュラムは全６回で、各回とも「知識付与」（記

憶・脳の構造等についての講義）、「補完手段」（内的ス

トラテジー、外的補助具の使用方法の紹介）、「職業生活

でのポイント」（記憶に影響する生活習慣等の紹介）の３

つの項目を中心に構成されている。加えて講座内での「練

習」や「意見交換」を通じて内的ストラテジー、外的補助

具の使用方法の習得を図り、クイズ形式で理解度を確認す

るとともに実践課題を含む「宿題」を通じて復習をする形

となっている。カリキュラムの第１回～第５回の構成は表

２のとおりで、第６回はそれまでの復習である。 

 

表２ カリキュラムの構成 

 

４ カリキュラムの実施方法 

(1) 対象者 

 学習カリキュラムについて関心を示し、参加を希望した

プログラム受講者を対象とする。 

(2) 人数 

 １グループ最大５名で実施。 

(3) 時間・回数 

１回120分、１クール６回構成、６週間連続で実施。 

(4) 支援体制 

 試行実施では基本として、「進行役」「板書役」「個別

のフォロー役」の３名の支援体制で行った。 

 

５ 試行状況と今後の方向性 

(1) 試行状況 

 １クール目の試行実施について、下記のとおりであった。 

ア 対象者 

 20代男性１名、40代男性２名、50代男性２名の計５名 

イ 結果と考察 

結果の分析のため、①プログラム中の行動観察、試行実

施の前後に②記憶の補完手段の利用状況についての質問紙

検査、③リバーミード行動記憶検査（RBMT）、④生活

健忘チェックリストを実施した。 

行動観察から、身体的な後遺症等から書字に時間がかか

る対象者が、それまで使えていなかったスマートフォンの

メモ、リマインダ等のアプリの使い方を覚えてスケジュー

ル管理を行うようになる等、自身に合った補完手段の検討、

整理が進んでいる様子が窺われた。 

質問紙調査の結果からは、全ての対象者について使用で

きる内的ストラテジー、外的補助具の数が増えており、ま

た試行前よりも試行後の方が外的補助具の「使いやすさ」

及び「効果」が大きく向上していた。 

一方で、試行実施の前と後に実施したRBMTや生活健

忘チェックリストの結果には大きな差は見られなかった。 

 カリキュラムの効果として、例えば第１回では全員が２

つの宿題のうち１つを忘れていたが、第２回以降は補完手

段の活用を意識してほとんど宿題忘れがなくなる（１人の

方が第５回の２つの宿題のうち１つを忘れたのみ）といっ

た改善が見られている。本試行実施では③、④についての

改善は見られなかったが、記憶障害に対する自己認識の促

進や、記憶の補完手段の活用の促進について効果があった

と考えられる。 

(2) 今後の方向性 

現在、上記結果や対象者との振り返りを踏まえ、効果の

低かった内的ストラテジーや外的補助具についての再検討

等のカリキュラム改善を行っているところである。今後は

改善したカリキュラムによる２クール目の試行実施を行い、

支援の概要や実施方法、留意事項、支援事例等を取りまと

めて実践報告書を令和３年３月に発行する予定である。 
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  知識付与 補完手段 
職業生活で
のポイント 

第
１
回 

記憶のメカニ
ズム 

名前を覚え
る 

記憶の外的
補助具 

自宅や職場
の環境を整
える 

第
２
回 

脳と記憶 
伝え ら れ た
情報を記憶
する 

道順を記憶
する 

運動の重要
性 

第
３
回 

記憶の種類 
するべきこと
を覚えておく 

過去のことを
思い出す 

食べ 物と 栄
養 

第
４
回 

ストレスによ
る記憶への
影響 

コミュニケー
ションを向上
させる 

電子機器を
使う 

ストレスの管
理 

第
５
回 

睡眠の重要
性 

複雑な課題
をやり遂げる 

名前を記憶
するための
さらなる方法 

睡眠を改善
し 疲労を 管
理する 
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